
り
、
六
月
十
八
日
全
国
支
部
長
会
が
開
催

一

さ
れ
た
。

白

一

徳
永
静
岡
県
支
部
長
の
議
長
の
も
と
に

一山

本

年

度

同

窓

会

総

会

開

催

日

に

会
は
進
行
し
た
が
、
詮
衡
委
員
乃
至
選
挙

一

な
ど
の
動
議
も
な
く
、
彊

竺

致

、‘
極
め

一一

つ

い

て

の

お

知

ら

せ

て
短
時
間
に
矢
崎
正
方
名
誉
教
授
が
披
挙

一

さ
れ
た

。

一

ん

例

年

十

一

月

三

日

に

開

催

さ

れ

て

い

た

総

会

は

、

本

年

度

v

な
お
、
矢
崎
氏
就
任
に
伴
い
全
役
員
は

一ロ

に

限

り

左

記

の

如

〈

変

更

さ

れ

た

こ

と

を

お

知

ら

せ

致

し

ま

い

辞
任
し
、
新
役
員
の
詮
考
は
新
会
頭
に

二

任
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
さ
き
に
辞
意

一日

す

。

を
示
さ
れ
て
い
た
堤
敏
郎
氏
、
赤
塚
康
太

一一

十

一

月

六

日

(
日

曜

日
)

郎
氏
、
大
内
英
男
氏
、
松
山
茂
樹
氏
を
除

一

き
、
副
会
頭
以
下
前
役
員
留
任
と
し
、
新
誌

な

お
、

本

年

は

母

校

創

立

七

十

周

年

K
当

る

の

で

、

母

山

一

一ら
た
に
、
高
橋
敬
文
氏
、
木
村
吉
太
郎

一一

校

、

同

窓

会

、

学

生

会

な

ら

び

に

父

兄

会

共

催

に

よ

る

種

々

一

河
村
会
頭
は
日
本
歯
科
医
師
会
々
長
就

一
同
窓
会
顧
問
参
与
会
に
お
い
て
正
式
に
そ

一氏
、
饗
庭
格
太
郎
氏
、
見
明
清
氏
が
就
任

↑

任
に
関
係
し
て
、
か
ね
て
よ
り
会
頭
辞
意

一
の
む
ね
を
報
告
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
と
さ
れ
た
。
(
第
三
頁
参
照
)

一円

記

念

事

業

が

行

わ

れ

る

予

定

で

あ

り

ま

す

。

を
表
明
さ
れ
て
い
た
が
、
去
る
六
月
七
日

一
伴
う
後
任
会
頭
を
選
出
す
る
こ
と
に
な

一

一

一則
に
よ
る
と
、
役
員
の
一
入
所
謂
一
事
務

一各
位
が
年
齢
又
は
卒
業
年
度
を
超
越
し
た

一す。

同

窓

会

々

頭

就

任

の

言

葉

一貝
で
あ
り
ま
す
。
又
血
脇
、
奥
村
両
先
生

一親
睦
に
あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
り
ま

一

同
窓
会
本
部
は
同
窓
会
支
部
の
集
り

一
の
会
頭
時
代
の
概
念
と
今
日
の
考
え
と
は

一
す
。
親
睦
を
深
か
め
る
の
に
は
、
全
会
以

一
で
、
し
か
も
そ
れ
が
主
体
的
の
も
の
で
あ

一
凡
そ
異
っ
た
内
容
を
も
ち
、
し
か
も
支
部

一
が
常
に
一
堂
に
会
し
、
顔
と
顔
と
を
突
き

一
り
ま
す
か
ら
、
本
部
並
び
に
支
部
の
会
合

矢

崎

正

方

一

一

一

一長
会
の
選
挙
と
云
う
こ
と
に
な
っ
て
居
り

一合
せ
る
の
が
最
良
不
可
欠
の
条
件
で
、
各

-
に
は
多
数
の
会
員
が
集
ら
な
け
れ
ば
有
名

今
回
河
村
会
頭
が
日
本
歯
科
医
師
会
の

一
て
同
窓
会
の
方
を
辞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

一
ま
す
か
ら
、
普
か
ら
今
日
へ
の
推
移
を
見

一個
の
親
睦
が
強
け
れ
ば
共
済
の
精
神
は
自

一無
実
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

一文
部
長
会
の
御
推
選
に
よ
っ
て
私
が
会
頭

一
る
と
民
主
的
に
な
っ
た
と
恩
わ
れ
る
の

一然
に
、
し
か
も
沸
然
と
し
て
湧
き
出
て
同

一

私
は
此
点
に
就
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
多

一
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
か
ら

一
で
、
会
員
諸
氏
の
希
望
を
判
定
し
、
之
を

一窓
会
の
目
的
を
達
す
る
も
の
と
信
じ
ま

一
数
の
会
員
が
嬉
々
と
し
て
集
合
し
、
盛
大

頭

一
の
考
え
方
に
よ
る
会
頭
と
云
う
の
は
誠
に

一実
行
す
る
こ
と
に
依
っ
て
不
肖
私
に
も
務

一す。

一
な
会
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
派
く
考

会
一
名
誉
あ
る
役
で
、
私
な
ど
の
出
来
る
役
目

一ま
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
、
そ
の

一

学
校
と
同
窓
会
と
は
機
構
上
は
別
個
の

一
ぇ
、
諸
氏
と
共
に
検
討
し
、
多
く
の
希
望

で
は
な
く
、
夢
に
も
考
え
た
こ
と
の
な
い

一職
責
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一存
在
で
、
学
校
は
学
生
の
教
育
指
導
の
機

一
を
具
体
化
し
て
永
遠
の
隆
盛
を
維
持
し
度

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
種
々
の
周
囲
の
事

一

同
窓
会
の
目
的
は
、

「
歯
科
医
学
の
発

一関
で
あ
り
、
同
窓
会
は
卒
業
生
及
び
関
係
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
八
千
同

情
を
考
え
合
せ
た
上
、
不
肖
で
は
あ
り
ま

一達
と
会
員
の
向
上
、
共
済
並
に
親
附
を
図

一者
の
集
合
団
体
で
、
前
に
述
べ
た
目
的
を
窓
生
諸
氏
の
進
ん
で
の
御
助
言
と
御
協
力

す
が
就
任
い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が

一
る
」
と
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
之
は
目
的

一持
つ
会
で
あ
り
ま
す
が
、
古
い
言
葉
の
よ

一御
支
援
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

之
は
全
く
会
員
諸
氏
の
御
厚
意
に
よ
る
も

一を
並
べ
た
の
で
、
そ
の
順
序
は
軽
重
を
示

一う
に
一
車
両
輸
の
如
く
互
に
理
解
し
合
い

一

の
と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
り
ま

一各
々
の
隆
昌
を
願
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

同
窓
会
会
頭
と
云
う
の
は
、

現
在
の
会

一す
が
、
現
在
最
も
必
要
な
の
は
、
同
窓
生

一
と
は
昔
も
今
も
変
ら
な
い
の
で
あ
り
ま

一
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(1) 

会
長
と
云
う
重
任
に
就
か
れ
、
ニ
つ
の
会

を
兼
ね
る
こ
と
は
六
ケ
敷
し
い
と
云
わ
れ

× 

× 

× 

× 

X 

× 
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昨
年
十
一
月
全
国

支
部
長
会
に
於
い
て

図
ら
ず
も
会
頭
と
し

て
御
推
挙
を
戴
き
、

爾
来
時
代
に
即
応
し
た
真
に
吾
等
の
親
し

み
の
あ
る
同
窓
会
に
育
上
げ
た
く
、
ひ
た

す
ら
同
窓
の
福
祉
、
会
の
発
展
、
母
校
の

隆
自由
を
念
願
し
つ
つ
事
に
あ
た
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
は
し
な
く
も
去
る
三
月
日
本

歯
科
医
師
会
役
員
の
改
選
に
あ
た
り
、
心

な
ら
ず
も
立
候
補
す
る
の
場
に
追
い
や
ら

れ
、
次
で
四
月
一
日
よ
り
臼
歯
会
長
に
就

任
致
す
事
と
な
り
、
更
に
六
月
五
日
、
日

歯
役
員
構
成
の
完
了
を
機
に
誠
に
勝
手
に

河

村

弘

し
て
我
僚
千
万
な
が
ら
、
同
窓
会
々
頭
を

辞
任
さ
せ
て
戴
く
事
と
相
成
り
ま
し
た
。

就
任
以
来
未
だ
日
浅
く
、
愈
々
之
れ
よ

り
吾
等
の
希
望
す
る
新
ら
し
き
意
気
に
燃

ゆ
る
同
窓
会
の
大
切
の
門
出
に
際
し
て
、

斯
く
の
如
き
事
態
に
立
至
り
ま
し
た
事
は

全
く
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
事
で
あ
り
ま

し
て
、
周
囲
の
極
め
て
複
雑
な
る
事
情
に

よ
り
、
考
慮
に
熟
慮
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、

遂
に
意
を
決
し
て
立
候
補
致
し
た
様
な
次

第
で
、
決
し
て
同
窓
会
を
軽
視
し
て
居
っ

た
の
で
は
な
い
事
を
深
く
御
了
解
得
た
い

と
存
じ
ま
す
。
微
力
遂
に
何
の
な
し
得
た

る
所
な
く
、
中
途
辞
任
す
る
に
至
り
ま
し

" " iI I! 墨I! 自I! ロ
ロrr" 
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明
治
二
十
四
年
長
野
県
出
生

大
正
四
年
母
校
卒

大
正
六
年
米
国
シ
カ
ゴ
ロ
ヨ
ラ
大
学
卒

業

大
正
十
二
年
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校

教
授

昭
和
十
三
年
同
校
評
議
員

昭
和
二
十

一
年
新
宿
区
上
落
合
二
ノ
五

六
四
に
開
業

昭
和
二
十
四
年
東
京
歯
科
大
学
教
授

昭
和
二
十
五
年
日
本
補
綴
歯
科
学
会
々

長

昭
和
三
十
二
年
東
京
歯
科
大
学
名
誉
教

授
、
現
補
綴
学
講
師

1
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会
開
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治
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十
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年
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a
fれ
M
Yゑ
釦
睡
眠
阪
市
出
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大

正

四

年

母

校

卒

大
正
七
年
米
国
ジ
ョ

ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
歯
学
部
卒

大
正
十
年
大
阪
歯
科
医
専
教
俊

現
住
所
大
阪
市
東
区
南
本
町
二
丁
目

に
開
業

.

.

.

.

.

.

.

.
 副
会
頭

-
河
川
副
リ

aa園
田

丸

将

士

一

品

評

一

?

明

治

二

十

九

年

千

・
E

J
e
rk
闘

昆

葉
県
出
生

引

3
月
刊
...
 
a・
大
正
七
年
母
校
検

定
合
格

昭
和
六
年
日
本
一
巡
合
学
校
歯
科
医
会
即
時

事

昭
和
九
年
東
京
府
歯
科
医
師
会
均
事

昭
和
二
十

一
年

同

会

理

事

昭
和
二
「
三
年
北
多
摩
歯
会
設
立
委
員

現
在
顧
問

都
教
職
員
適
格
審
査
員

医
療
制
度
調
査
会
委
員

正

東京歯科大学同窓会会報l悩和;jo年 8月25日(3) 

昭
和
二
十

一
年

間
和
二
十
三
年

紹

介

方

昭
和
三
十

一
年
法
務
省
人
権
擁
護
委
員

現
住
所
小
金
井
市
貫
井
北
町
五
ノ
七

四
九
に
開
業

用
滑
2
・
岡
ι露

副
会
頭

H
普

通
遁

圃

塑

荻

原

義

雄

同

，

Ja暢

明
治
二
十
二
年
長

河

r
u明
白
‘
開
謝
野
県
出
生

E
E
E
B
-
-
-E
明
治
四
十
四
年
母

校
卒

昭
和
三
十
年
迄
福
島
県
歯
会
会
長
現
在
願

問
及
母
校
同
窓
会
支
部
長

昭
和
三
十
四
年
母
校
評
議
員

現
住
所
平
市
鍛
治
町
二
ハ
に
開
業

幹

静安

島

大
正
七
年

出
生

昭
和
十
四
年
母
校

卒
あ
そ
か
病
院
勤
務
、
厚
生

省
物
資
調
整
官
、
麻
薬
統
制
官

総
理
庁
技
官
歴
任

現
住
所
新
宿
区
新
宿
一
ノ
一
に
開
業

一
一
職
議

饗

庭

格

太

郎

、
幻
・
・
議
μ
大
正
五
年
出
生

WAW
C
制
昭
和
十
三
年

母

校

a虫
、

ι

岨
覇
脳
卒
、
母
校
補
綴
学
議

、

g
i
師

現
住
所
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
ノ

一
四
に
開
業

寸
E
U
叶
斗
1
1
1
1脳
天

野

博

徳

一
』・
・
圃
圃

'
h
a
大
正
八
年
東
京
都

函
周
一
七
聞

4
4a掴
出

生

置

'J
い

U
E昭
和
十
六
年
母
校

同

ド

極

圏

祖

霊

卒

同
窓
会
日
本
橋
支
部
幹
事
、
日
本
橋
歯
会

理
事
、
同
会
学
術
委
員

現
住
所
中
央
区
日
本
橋
室
町

一
ノ
六

に
開
業

木

吉

太

郎

大
正
元
年
東
京

i

都
出
生

一
昭
和
十
年
母
校

一
卒
、
母
校
保
存
学

教
授

杉
並
区
大
宮
前
六
ノ
四
二
八

1
J副

小

谷

虎

次

郎

J

ゆ

r』
明
治
三
十
四
年
烏

vk
露
出
生

事、4
昭
和
四
年
母
校
卒

Ia下
旬

都
歯
会
代
議
貝
、
丸

ノ
内
歯
会
副
会
長

母
校
丸
ノ
内
支
部
長

現
住
所
千
代
田
区
丸
ノ
内
丸
ピ
ル
ヒ

階
七
四
九
パ
ト
ラ
l
歯
科
開

業

宣

忠

茨
城
県

佐

藤

徹

大
正
十
四
年

都
出
生

昭
和
二
十
八
年

校
卒

母
校
保
存
学
講
師

東
京
都
北
多
摩
郡
国
分
寺
町

六
九
八

重

浦

嫡

明
治
四
十
二
年

京
都
出
生

昭
和
八
年
母
校
卒

中
央
総
合
病
院
歯
科

部
長
、
都
基
金
審
査
員
、
大
日
本
歯
科
医

学
会
副
会
長

現
住
所
渋
谷
区
羽
沢
四
七

東 滋

東
京 郎

中
央
区
日
本
橋
郷
殻
町
二
ノ

二
O
に
開
業

議
3
13

見

明

清

?
V
大
正
十
五
年
東
京

験

器

都

出

生

議

鑓

昭

和

二
十

八

年

母

臨

騒

校

卒
母
校
組
織
学
助
教
俊

j
i脳
会
計
監
忌

噛
園
田

高

北

義

雄

宿
幽
国
明
治
三
十
二
年

東

脳ヨ
a
E

京
都
出
生

ー

岡
大
正
七
年
母
校
卒

王
子
歯
会
会
長
、
都
歯
会
代
議
員
、
都
民

生
委
口
、
王
子
支
部
長
等
歴
任

現
住
所
北
区
志
茂
二
ノ
三
九
に
開
業

画
一
て
齢
園
地

挽
鐘
雄

・

窓
k
m岨
綱

明

治

三

十

二

年

神

議
説
、
一
嶋
】
奈
川
県
出
生

.，
そいえ

1
・
・

母
校
検
定
合
格
、
都

Fa・
、
園
園
田

・

歯
会
代
議
口
、
日
本

学
校
歯
科
医
会
常
任
理
事
、
都
学
校
歯
科

医
会
副
会
長

現
住
所
港
区
芝
白
金
今
里
町
四
五
に

開
業

母東

倶

知

安

市

小

樽

市

旭

川

市

室

蘭

市

釧

路

市

美

唄

市

北
海
道
紋
別
郡

滑

広

市

青

森

市

盛

岡

市

仙

台

市

秋

田

市

山

形

市

福

島

市

郡

山

市

水

戸

市

茨
城
県
猿
島
郡

宇

都

宮

市

藤

岡

市

太

田

市

浦

和

市

川

越

市

千

葉

市

千
葉
県
勝
山
町

東

金

市

川

崎

市

藤

沢

市

新

潟

市

一一一
富金円

U福甲伊岡松

府井賀沢 山 条本谷那

市市市市市市

伊

藤

要

館

山

文

次

郎

木

津

義

雄

有

坂

資

郎

服

部

敏

夫

高

橋

常

保

佐
々
木
三
知
夫

林

菩

威

石

山

芳

雄

福

島

誠

吉

鈴

木

貞

雄

梅

津

義

男

菅

野

修

片

岡

宗

作

豊

田

良

介

斎

藤

利

世

目

黒

敵

一

郎

猪

狩

政

一

小

船

不

二

男

木

村

填

椎

良

敏

郎

黒

崎

博

原

徳

人

武

川

英

夫

森

永

俊

夫

小

杉

太

郎

花

沢

清

村

井

成

章

布

留

川

進

国

上

末

吉

熱

田

立

男

岡

田

信

雄

清

水

弥

寿

雄

松

川

星

五

口

杉

江

玄

照

芦

本

重

雄

菊

地

勝

規

五

十

嵐

嘉

秋

水

上

啓

起

小

川

東

洋

男

小

池

増

雄

荒

井

真

三

郎

笠

原

正

文

市市市



場
に
は
や
は
り
、
静
か
な
音
楽
が
流
れ
て

一
長

い
る。
受
験
生
た
ち
(
い
ず
れ
も
中
年
の
先

一
岐

生
)
は
こ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
黙
々
と
し

一
い

て
模
型
を
作
っ
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
日
本

一
川

三
、
シ

カ

ゴ

(
つ
づ
き
)
一
に
有
名
な
、
ト
イ
シ
ャ

l
学

長

(

口

院

診

で

は

見

ら

れ

な

い

試

験

場

風

景

で

あ

る

。

一
熱

海

市

こ
こ
を
辞
し
て
か
ら
、
約
二

O
O
メ
l
一
断
学
)
を
は
じ
め
、
フ

ォ

ス

デ

ィ

ッ

ク

(

公

な

お

、
こ
こ
の
大
学
の
特
長
の
一
つ
と

一
名

古

屋

市

ト
ル
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ロ
ヨ
ラ
大
一
ヒ
三
、
プ
ラ
ウ
ノ
(
口
腔
病
理
学
)
、

シ

し

て

、
グ
レ
パ

l
教
授
を
は
じ
め
と
す
る

一
岡

崎

市

一ィー

一
豊

橋

市

学
歯
学
部
を
訪
ね
る
。
こ
こ
は
、
わ
が
血
一
ュ
ラ
ム
(
口
腔
外
在
寸
)
、
ロ
ム
ネ
ス
、
ス

口

蓋

破

裂

患

者

の

処

置

機

構

を

説

明

さ

一
伊

勢

市

脇
名
誉
学
長
先
生
に
、
か

つ

て

ド

ク

卜

一

ワ

ン

ソ

ン

(

と

も

に

口

腔

治

療

学

)

、

シ

ル

れ

、
流
石
に
ア
メ
リ
カ
な
れ
ば
こ
そ
と
感

一
目

日

市

市

ル
-
オ
プ

・
ロ
|
ス
の
最
高
学
位
を
贈
っ
一
パ

l
ホ
ル
ン
(
柿
綴
学
)
、

ト
ム
プ
ソ
ン

心
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

一
滋
賀
県
愛
知
川
町

た
大
学
で
あ
る
。
一
八
七

O
年
創
立
の
古
一
(
矯
正
学
)
な
ど
と
い
っ
た
堂
々
た
る
教
授

一

そ
の
後
、
診
療
室
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
一
い
ず
れ
、
機
会
を
見
て
詳
し
く
利
介
い
た

一
京

都

市

一

一

一

一
大

阪

市

い
私
立
大
学
で
、
前
号
に
も
ち
ょ
っ
と
利
一
陳
を
擁
し
て
い
る
。

一
っ
た
が
、

一
般
に
設
備
が
古
く
、
現
在
そ

一
し
た
い
と
思
う
。

一
ー

介
し
た
と
お
り
、

現
在
の
建
物
と
設
備
は
一
言
い
お
く
れ
た
が
、
ノ
|
ス
ウ
エ
ス
タ

一
の
改
造
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
が
よ
一
シ
カ
ゴ
の
各
大
学
を
見
て
廻
っ
て
、
気

一
神

戸

市

大
し
た
こ
と
は
な
い
。
学
長
シ
ョ

l
エ
ン
一
ン
大
学
歯
学
部
は
、
医
学
部
と
同
じ
ビ
ル

一
く
分
っ
た
。
す
で
に
、
補
綴
実
習
室
が
完

一
の
つ
い
た
点
を
思
い
出
す
ま
ま
列
べ
て
見

一
η

博
士
は
不
在
で
、
秘
書
の
女
史
が
案
内
し
一

幣ど

i
l
l
l
ん

成

し

、

エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

一
る
と
、
ま
ず
、
最
近
す
べ
て
の
大
学
が
教

一
橿

原

市

て

く

れ

る

。

一

一点

齢

臨

臨

醐

闘

い

川
音
楽
放
送
(
実
習
中
に
能
率
向
一
育
、
研
究
設
備
の
充
実
に
全
力
を
あ
げ
て

一
問

日

山

村

日
大
の
黒
沢
佐
太
郎
教
授
(
補
綴
学
)
一

h
幽

咽

姻

緬

醜

聞

罵

倒
上
の
た
め
に
使
用
す
る
由
)
、

一
い
る
こ
と
、

一
般
に
外
科
手
術
は
せ
い
ぜ

一
松

江

市

は
、
こ
こ
の
出
身
で
、

女
史
は
よ
く
羊
ぇ
一

齢

齢

劃

臨

遡

潮

灘

溜

溜

組

類

十

ハ

イ

ス

ピ

ー
ド
エ
ン
ジ
ン
の
全
一
い
抜
歯
程
度
で
、
ガ
ン
患
者
な
ど
の
手
術

一
倉

吉

市

て
い
た
。
現
在
朝
日
野
さ
ん
と
い
う
日
大
一
泊
悶
凋

E
E
E睡
眠

誌

装

備

、
石
耳
な
と
清
掃
す
る

一
は
、
医
学
部
の
病
院
で
行
っ
ズ
い
る

こ
一
岡

山

市

出
身
の
若
い
先
生
が
在
学
し
て
い
た
。
一
附
ト
お

し
例
制
以
髄
闘
幽
闘
闘
闘
闘
摺
州

立
一
た
め
の
吸
引
装
置
(
ダ
ス
ト

コ
一と
、
従
っ
て
一
般
に
歯
学
部
の
病
院
の
消

一
倉

敷

市

一

一

殴

闘
闘
運
麹
掴
掴
園
調
態
一

部

一

一
広

島

市

そ
の
後
、

一
ど
ホ
テ
ル
に
か
え
り
、
昼一

滋

閥

臨

機

購

閣

制

限

タ
明
レ
ク
タ

l
)
な
と
、
日
本
の
先

一毒
設
備
は
、
欧
洲
の
諸
大
学
に
比
較
す
る

一
F

一

泌

総

陀

腿
陰
儲悶嶋
崎断
醐隠
閣
総
姐
則
樹
翻
翻
一
ス
下

一

-

食
後
、

ア

メ

リ

カ

歯

科

医

師

会

本

部

に

勤

一

脳

機

鴻

鴻

麟

購

畷

麟

行

瓜

生

が

た

に

は

、
ど
れ
も
こ
れ
も
三
、
あ
ま
り
充
分
で
な
い
こ
と
、
ど
の
大

一
下

関

市

務
さ
れ
て
い
る
日
系
米
人
の
ジ
ョ

ー
ジ

・
一

ぷ

港

時

過

圏

園

二
齢
羨
ま
し
い
限
り
の
設
備
で
あ
予
も
各
部
制
に
分
け
ら
れ
、
と
く
に
、
口
一
徳

島

市

小
川
氏
の
ご
案
内
で
、
ノ
1
ス
ウ
エ
ス
タ
一

、重
量

i
saa'E籾
…
ノ
が
る
。

一
蓋
破
裂
の
一
部
が
設
け
ら
れ
で
あ
る

こ
で

一

一

一

一
丸

亀

市

l
ン
大
学
歯
学
部
に
行
く
。
こ
の
大
学
は
一
デ
ィ
ン
グ
に
あ
っ
て
、
そ
の
上
半
の
全
階

一

参
観
中
、
グ
リ
ユ
ン
ワ
ル
ド
教
授
(
補

一
と
、
矯
正
で
は
機
能
的
矯
正
法
を
ほ
と
ん

一

一

一

一

一
宇

和

島

市

十
四
学
部
か
ら
な
る
米
国
で
も
名
門
を
誇
一
を
占
め
て
い
る
。
八
、
九
階
が
基
礎
学
教

一綴
学
)
が
補
綴
専
門
医
の
試
験
を
実
施
し

一
ど
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

一
高

知

市

る
綜
合
大
学
で
、

創
立
は
一
八
五
一
年
で
一
室
、
十
階
が
学
長
事
務
室
、
十
一
階
か
ら

一
て
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
出
合
っ
た
。
試
験

一

(
つ
づ
く
)

一
戸

畑

市

あ
る
。
高
層
な
建
物
の
屋
上
高
く
、
星
条
一
十
三
階
ま
で
が
病
院
、
十
四
階
が
動
物
室

一角
t
4
-

A一
福

岡

市

艇
が
は
た
め
い
て
い
た
。
一
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

一…

一一

佐

賀

市

大
学
事
務
局
に
入
る
と
、
事
務
主
任
の
一
と
お
り
、
こ
の
大
学
で
は
、
基
礎
学
を
す
一

昨

エ

一

十

明

白一

佐

世

保

市

上
品
な
中
年
の
婦
人
が
愛
想
よ
く
迎
え
て
一
ベ
て
歯
学
部
の
う
ち
で
教
育
し
て
い
る
。

一一

…
一
別

府

市

下
さ
っ
た
o

ス
キ
ナ
l
夫
人
で
、
矯
正
学
一
ま
ず
、
有
名
な
故
ジ
l
・
プ
イ

・
ブ
ラ

一一

一一

中

津

市

で
は
世
界
的
に
有
名
な
こ
の
大
学
の
ス
キ
一
ッ
ク
博
士
の
記
念
問
書
館
と
そ
の
子
息
故
一

一

一
一
熊

本

市

ナ
l
教
授
の
奥
さ
ん
で
あ
る
。
ノ

l
ス
ウ
一
エ

l
・
デ
ィ

l
・
ブ
ラ
ッ
ク
博
士
の
記
念

一A

2
1

エ
ス
タ
ン
大
学
に
は
、
そ
の
ほ
か
世
界
的

E
Zに
案
内
さ
れ
る
。
記
念
図
書
館
の

一一

一
一
闘

か

村

一
正
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ラ
ッ
ク
博
士
の

一
消
像
が
安
置
さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
机
、
椅

十
子
、
図
書
、
器
械
な
ど
が
大
切
に
保
存
さ

一
れ
て
い
た
。
か
つ
て
、
こ
の
大
学
歯
学
部

を
創
設
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ

近
代
歯
科
医
学
の
発
達
に
多
大
の
功
労
が

あ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
博
士
二
代
の
学
勲
を
赫

々
と
し
て
目
の
あ
た
り
に
見
る
感
じ
が
し

て
、
お
の
ず
か
ら
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ

っ
た
。

(4) 

寄 稿

誠

付

ヨ

ロ
ツ

1'¥ 

3き諸
伐 国

松 訪
問(四)

官 記

米
国
歯
科
百
年
祭
に
出
席
し
て
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ス
エ

l
デ
ン
国
歯
科
医
師
会
百
年
祭
に

北

村

勝

衛

教

授

出

席

八
月
十
三
日
羽
田
発
、

一
路
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
向
い
、

ス
エ

l
デ
ン
国

歯
科
医
師
会
百
年
祭
祝
典
に
臨
み
、
次
い
で
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ

タ
リ
ャ
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
並
び
に
英
国
等
の
視
察
を
十
月
中

句
に
終
え
、
十
月
十
八
日
米
国
に
渡
り
、
彼
の
地
の
著
名
歯
科
大
学
等
を
歴

訪
し
、
十
一
月
二
十
一
日
羽
田
着
帰
国
の
予
定
で
あ
る
。

山浜 栃 緒 荒河田井栗 北 広横久平米宮続荒高吉梅倉伊真明岩松藤岩松 小 藤力日山 曽竹 大五 徳浅 永高 矢
保

口田原方尾村中内林 田矢田回津井 谷 木 沢 田 繁野砂楽崎村井鶴本山原藤際問内橋十永井 田木 島
健徳、古 佐 源俊嵐

正良 義義利万之=真 JL・種重謙正直章 健八寿房賢宇一 正 俊 正鎮久二真武次発寅寿 重三
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栃

木

県

支

部

当
支
部
総
会
は
従
来
観
光
地
以
外
は
殆

ん
ど
宇
都
宮
市
で
行
わ
れ
た
が
、
今
回
は

黒
崎
支
部
長
の
企
図
と
足
利
在
住
会
員
の

協
力
で
、
県
内
第
二
の
足
利
市
で
開
催
さ

れ
た
。
風
茂
る
五
月
十
五
日
、心
配
さ
れ
た

夜
来
の
雨
は
か
ら
り
と
上
っ
た
快
晴
に
恵

ま
れ
つ
つ
、
先
ず
足
利
市
駅
に
松
宮
誠
一

教
授
、
同
窓
会
本
部
斎
藤
寛
三
郎
刷
仕
事
を

迎
え
、
次
で
足
利
駅
に
県
内
同
窓
会
民
が

賑
万
し
く
集
合
、
そ
れ
よ
り
三
々
五
々
歓

談
し
な
が
ら
足
利
学
校
へ
‘
文
禄
二
一
年
(
一

五
六

O
年
)
倒
立
に
な
る
日
本
最
古
の
学

問
所
を
訪
れ
、
仙
救
特
有
の
'
物
を
見
学

し
、
次
で
そ
の
旧
民
隣
に
あ
る
一
万
数
千
呼

に
幽
雅
な
大
阪
閣
を
有
す
る
足
利
尊
氏
の

城
跡
に
あ
る
大
日
麓
鐙
阿
寺
を
参
観
、
住

職
の
説
明
で
往
年
血
脇
先
生
も
観
賞
さ
れ

た
と
い
う
数
々
の
国
弘
を
詳
ら
か
に
拝
観

出
来
た
こ
と
は
大
収
穫
で
あ
っ
た
。
そ
の

頃
同
窓
会
事
務
局
三
浦
敬
二
氏
が
来
足
し

一
行
三
十
一
名
と
な
る
。
燦
々
と
し
た
初

夏
の
陽
さ
し
を
浴
び
な
が
ら
境
内
を
散
策

の
後
、
乗
用
車
数
台
を
連
ね
て
市
内
を
横

断
し
、
渡
良
瀬
川
堤
に
沿
い
間
も
な
く
新

緑
の
足
利
公
園
に
到
着
、
会
場
に
当
て
ら

れ
た
蓮
川
館
前
で
記
念
出
影
を
行
い
、
昼

食
休
恕
の
後
総
会
は
午
後

一
時
四
十
分
よ

り
岡
田
正
信
幹
事
の
司
会
で
開
会
、
黒
鳥

博
支
部
長
の
挨
拶
、
昨
年
度
逝
去
会
員
小

林
武
一

、
名
取
喜
平
両
氏
の
御
霊
に
黙

昭和35年 8月25日( 5) 

待
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
本
県
野
木
村
出
身

の
斎
藤
江
三
郎
本
部
理
事
が
円
満
な
風
格

を
も
っ
て
本
部
の
引
況
、
支
部
と
の
親
寄

に
つ
い
て
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
説
明
せ

ら
れ
同
窓
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
同
認

識
を
新
に
し
た
。
次
で
三
浦
氏
は
生
き
永

ら
え
た
今
日
の
す
は
び
を
感
激
し
つ
つ
挨
拶

さ
れ
た
。
次
で

m…
附
支
部
長
議
長
と
な
っ

て
三
十
同
年
度
庶
務
報
告
(
山
市
崎
幹
事
)

三
寸
同
年
度
会
計
報
告
(
栗
原
幹
事
)
の

後
岡
田
幹
事
、
椎
U
H
顧
問
の
説
明
で
会
則

の
一
部
改
正
を
計
り
①
顧
問
、
②
支
部
に

於
け
る
共
済
規
定
、
③
支
部
旅
費
規
定
を

追
加
し
、
従
来
の
附
則
を
削
除
す
る
こ
と

を
議
決
し
た
。
次
に
本
年
度
卒
業
計
・
画
と

し
て
母
校
見
学
に
つ
き
協
議
し
た
。
以
上
)

で
総
会
を
終
了
休
恕
後
松
宮
教
授
の
「
欧

米
視
察
談
」
の
講
演
に
入
っ
た
。
持
前
の

学
究
的
紳
士
に
か
て
て
加
え
て
再
三
の
外

遊
に
て
一
段
と
世
界
的
学
者
と
し
て
の
セ

ン
ス
を
振
撒
き
な
が
ら
傑
作
ぞ
ろ
い
の
天

然
色
ス
ラ
イ
ド
数
百
枚
に
よ
っ
て
羽
田
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

シ
カ
ゴ
、
ニュ

ー
ヨ
ー
ク
と
空
の
旅
を
し

な
が
ら
米
国
各
大
学
歯
学
部
の
現
況
、
米

国
歯
科
百
年
祭
の
盛
会
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

問
の
異
国
風
物
、
大
学
歯
学
部
の
建
物
、

教
授
陣
等
を
拘
糊
略
し
た
。
特
に
現
在
米
国

歯
科
界
に
於
い
て
ウ
ェ
イ
?
を
か
け
て
お

り
、
我
国
に
於
い
て
も
好
む
と
好
ま
さ
る

と
に
拘
ら
ず
当
面
す
る
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
阪
療
管
即
時
寸
に
つ
き
そ
の
必
要
性
を

強
調
さ
れ
会
パ
大
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
二
時
間
近
く
に
渉
る
名
講
演
で
一
同

世
界
一
回
旅
行
を
さ
せ
て
戴
い
た
次
第
、

四
時
半
よ
り
府
を
改
め
懇
親
会
に
移
り
、

支
部
長
挨
拶
の
あ
と
白
己
紹
介
に
よ
り
大

い
に
親
時
を
深
め
、
老
境
に
入
っ
た
秋
山

先
生
、
三
浦
氏
の
比
円
泊
を
さ
れ
る

一
方
な

ら
ぬ
喜
び
方
に
一
同
耳
を
傾
け
た
一
時
も

あ
り
、
地
元
美
技
連
の
接
待
も
よ
ろ
し
く

宴
耐
と
な
っ
て
松
宵
教
夜
の
名
吟
名
技
の

御
併
、
露
を
最
終
と
し
て
一
同
声
高
ら
か
に

校
歌
合
唱
、
母
校
万
歳
を
三
唱
し
て
閉
会

必
宮
教
段
、
斎
藤
理
事
、
三
浦
氏
は
夕
刻

の
電
車
で
帰
京
さ
れ
た
よ
阿
部
黒
崎
記
)

出
席
会
員
左
の
通
り
(
順
不
同
)

黒
崎
博
、
椛
以
敏
郎
、
岡
田
治
清
、
岡
田

正
信
、
栗
原
正
三
、
黒
崎
弘
毅
、
天
沼
竜

雄
、
第
瀬
康
三
、
岡
田
一
郎
、
篠
原
誠
一

秋
山
保
三
、
固
定
政
之
輔
、
阿
部
博
、
相

場
市
良
、
柏
瀬
恒
雄
、
天
海
洋
三
、
小
平

清
司
、
屋
代
義
文
、
渡
辺
文
麿
、
須
永
喜

代
志
、
長
竹
喜
三
郎
、
小
川
進
、
石
塚
玄

斎
藤
信
、
落
合
秀
雄
、
石
川
組
夫
、
牟
田

健
作
、
大
坪
正
住

(
伊
藤
)

神
奈
川
県
支
部

一
迄
三
十
分
の
休
憩
。
再
度
会
場
に
勢
揃
い

一
刻
も
早
く
開
催
す
る
予
定
の
本
年
度
一
し
た
時
は
全
員
浴
衣
姿
、
こ
れ
よ
り
宴
会

支
部
総
会
が
支
部
長
の
更
迭
、
本
部
同
窓
一
に
移
る
の
挨
拶
に
先
ず
長
老
柳
原
先
生
の

会
長
の
交
代
等
諸
事
情
に
よ
り
遅
延
し
て
一
乾
杯
の
音
頭
に
本
当
に
軽
い
気
持
で
先
輩

い
た
が
、
盛
夏
七
月
九
日
、
十
日
と
箱
根
一
後
輩
の
区
別
な
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

棋
の
沢

μ

一
の
湯
旅
館
が
を
会
場
と
し
て
一
会
場
で
盃
を
頒
け
た
。
各
所
に
歓
談
の
声
。

開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。
母
校
よ
り
は
福
一
美
奴
の
踊
、
各
教
授
の
隠
し
芸
、
そ
し
て

島
学
長
、
今
回
会
頭
と
成
ら
れ
た
矢
崎
名
一
会
員
か
ら
の
珍
蔵
が
続
出
し
て
時
の
経
つ

誉
教
授
、
斎
藤
、
杉
山、

北
村
、
山
本
、

一
の
も
忘
れ
十
時
を
廻
っ
た
。
最
後
に
「
富

近
藤
、
加
藤
各
教
授
の
臨
席
を
仰
宮
、
会
一
士
の
白
雪
」
を
唱
い
乍
ら
一
同
会
場
を
巡

員
四
十
九
名
が
出
席
し
盛
大
に
挙
行
さ
れ
一
り
母
校
の
発
反
を
祝
し
て
万
歳
を
三
唱
、

た
。
当
日
は
朝
か
ら
快
晴
、
真
夏
の
太
陽
一
延
々
七
時
間
に
日
.
る
会
を
閉
じ
た
。
終
り

は
日
ぎ
ら
ま
ら
と
照
り
つ
け
る
猛
暑
の
中
、

一に
、
会
場
を
御
世
話
下
さ
っ
た
高
橋
謙
作

三
時
半
開
会
、
田
明
頭
山
本
前
会
長
の
離
任
一
先
生
始
め
地
元
の
諸
先
生
に
謝
意
を
表
し

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
次
い
で
井
崎
新
会
長
一
ま
す
。

立
っ
て
神
奈
川
県
支
部
の
方
針
に
就
い
て
一
当
日
出
席
会
員
(
順
不
同
)
溝
白
木、

杉

第
一
声
を
放
っ
た
。
其
の
後
は
小
池
副
会
一
之
内
、
高
橋
忠
、
進
藤
、
田
上
、
酒
井
、

長
の
名
司
会
の
下
に
福
島
学
長
の
学
内
近
一
太
尾
、
阿
部
、
岩
沢
、
田
沢
、
藤
田
、
三

況
報
告
、
次
い
で
矢
崎
新
会
頭
の
挨
拶
、

一島
、
伊
藤
、
小
池
、
滝
沢
、
湖
内
、
岩
井

そ
の
中
で
「
会
頭
」
と
言
う
字
句
の
解
釈
一
鹿
野
、
矢
島
、
小
見
、
中
村
、
植
松
、
土

に
一
言
あ
り
、
同
窓
会
の
在
り
方
で
は
今
一
橋
、
林
、
田
村
、
榊
原
、
上
原
、
大
橋
、

後
多
い
に
親
時
を
は
か
つ
て
横
の
連
絡
を
一
石
井
、
山
本
、
塙
、
山
下
、
中
回
、
本
間

稼
に
し
た
い
旨
を
強
調
せ
り
。
逐
次
各
教
一
田
中
、
清
野
、
井
崎
、
高
橋
信
、
浜
野
、

授
独
自
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
、
特
に
北
村
一
岩
本
、
鹿
野
、
鈴
木
、
星
谷
、
西
口
、
高

教
授
に
は
本
県
と
は
浅
か
ら
ぬ
由
緒
を
、

一
橋
謙
、
金
指
、
薬
師
寺
、
草
柳
、
松
尾
原

又
、
外
遊
に
対
し
て
の
決
意
を
披
歴
さ
れ

一
以
上
四
十
九
名

た
。
一
応
各
教
佼
の
話
し
も
終
了
、
六
時
一
昭
和
三
十
五
年
八
月
九
日

一ご
同
一一

東

京

歯

科

大

学

歯

科

衛

生

士

学

校

-一
し

一-

-一
お

一-

国

語

、

数

学

昭
和
初
年
度
入
学
試
験
科
目

(予
定
)

英

語

但
し
数
ー
の
う
ち
次
の
部
分
は
除
く
。
統
計
、
対
数
表
に
よ
る
計
算
、
及

び
計
算
尺
の
原
頭
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
線
正
射
影
及
び
投
影
図
、
三
角
爾
数
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M22付 hhν吋 "一¥ほお守品持
大
鉄
橋
は
車
の
流
、
下
流
に
は
日
本
最
古

を
誇
る
昔
そ
の
ま
ま
の
犬
山
城
そ
び
え
、

三
河
平
野
の
天
に
連
り
、
今
品
目
を
織
り
交

ぜ
た
そ
の
大
眺
望
、
正
に
天
下
の
絶
景。

宴
会
は
原
君
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
菅
沢
さ

ん
、
角
倉
令
夫
人
、
水
島
君
の
フ

ィ
ア
ン

セ
の
紅
三
点
を
加
え
、
数
々
の
香
魚
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
よ
く
飲
み
、
よ
く
唄

い
十
年
の
歳
月
も
今
は
無
く
、
あ
の
懐
し

い
教
室
や
バ
ラ
ッ
ク
の
食
堂
や
臨
林
実
習

の
あ
い
ま
の
技
工
室
や
屋
上
で
の
歓
談
そ

の
ま
ま
を
再
現
し
て
、
級
友
の
有
難
さ
、

旧
友
の
懐
か
し
さ
今
更
胸
に
し
み
る
。

公
平
君
の
名
演
技
が
披
露
さ
れ
る
頃
、

宴
は
正
に
樹
、
佳
人
の
踊
や
唄
に
益
々
佳

境
に
入
る
時
幹
事
の
命
に
依
り
中
断
、

愈
々
鵜
飼
見
物
の
第
二
次
会
、
千
鳥
足
な

が
ら
一
同
無
事
数
百
段
を
下
界
に
降
り
て

木
曽
川
べ
り
に
立
て
ば
、
既
に
酒
肴
を
満

載
し
て
屋
方
舟
が
待
つ
、
再
び
盃
を
交
し

つ
つ
清
流
に
悩
押
さ
せ
ば
河
の
中
に
舟
や
ぐ

ら
が
組
ま
れ
て
、
名
古
屋
美
人
の
唄
や
踊

り
舟
四
方
よ
り
集
り
ひ
し
め

い
て
燈
火
昼

を
あ
ざ
む
く
ば
か
り
、
愈
々
爆
々
と
へ
さ

き
に
松
明
を
燃
や
し
つ
つ
古
式
そ
の
ま
ま

鵜
飼
が
始
ま
る
。
絵
に
見
る
そ
の
ま
ま
の

黒
装
束
に
て
へ
さ
き
に
立
ち
、
十
数
羽
の

鵜
を
細
つ
な
の
先
に
あ
や
つ
る
神
技
、
そ

の
訓
練
さ
れ
た
鵜
の
妙
技
、
切
角
飲
み
こ

ん
だ
魚
を
無
情
に
も
舟
上
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
吐
き
出
す
鵜
の
心
情
、
我
等
亭
主
族

の
悲
劇
と
相
似
て
一
瞬
現
実
に
引
き
戻
さ

れ
た
の
は
あ
な
あ
わ
れ
、
残
り
の
酒
肴
を

各
自
懐
に
し
て
再
び
楼
上
に
帰
り
愈
々
第

三
次
会
、
大
阪
よ
り
竹
下
君
プ
ル

l
パ
|

鹿

鳴

会

便

り

一
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
し
、
記
念
事
業
の

全
国
の
鹿
鳴
会
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
一
方
も
、

一
人
で
も
写
真
が
送
り
周
け
ら
れ

か
。
志
を
同
じ
く
し
て
母
校
を
巣
立
っ
て
一
な
い
と
編
集
に
支
障
を
来
し
ま
す
の
で
、

か
ら
二
十
五
年
目
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
一
二
十
五
年
目
の
総
会
で
の
取
り
決
め
を
お

思
え
ば
一
瞬
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
こ
一
ま
も
り
下
さ
る
よ
う
重
ね
て
今
か
ら
お
願

の
問
、
病
に
、
戦
争
に
多
く
の
級
友
を
失
一
い
し
て
お
き
ま
す
。

い
ま
し
た
。
こ
の
秋
の
二
十
五
周
年
記
念
一
⑥
鹿
鳴
会
関
東
支
部
総
会
。
六
月
二
十
三

祝
賀
会
に
南
か
ら
北
か
ら
集
ま
っ
て
来
ら
一
日
午
後
六
時
よ
り
、
浅
草
国
際
劇
場
前
百

れ
る
皆
さ
ん
と
、
久
し
ぶ
り
に
学
生
時
代
一
万
弗
酒
場
に
て
開
催
。
藤
尾
支
部
長
の
お

に
か
え
っ
て
一
タ
を
過
せ
る
こ
と
を
楽
し
一
世
話
で
、
盛
会
剛
健
に
前
記
の
こ
と
を
中
心

み
に
し
て
、
木
村
幹
事
長
を
中
心
に
、
在
一
に
決
定
し
ま
し
た
。
木
村
幹
事
長
よ
り
、

京
幹
事
の
諸
兄
が
張
り
切
っ
て
、
有
意
義
一
現
在
会
民
数
二
ニ
一
名
、
学
位
獲
得
者
二

の
も
の
に
し
た
い
と
準
備
に
か
か
っ
て
居
一
十
一
名
、
そ
れ
に
木
村
教
授
、
中
村
慶
大

り
ま
す
。
出
来
れ
ば
全
員
、
御
家
族
も
お

一
教
授
(
四
月
新
任
)
、
高
木
君
の
厚
生
省
参

連
れ
に
な
っ
て
お
出
掛
け
下
さ
る
よ
う
に
一
事
官
栄
任
、
こ
の
二
一
君
の
お
祝
い
を
ま
だ

お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。
以
下
幹
事
会
及
一
し
て
い
な
い
の
で
、
田
中
宏
君
が
発
案
、

び
関
東
支
部
総
会
に
於
い
て
現
在
決
定
し
一
問
看
が
世
話
役
で
、
祝
賀
パ

|
テ
ー
を
や

て
居
り
ま
す
こ
と
を
こ
の
通
信
で
お
伝
え

一
る
こ
と
に
な
り
近
く
開
催
の
予
定
で
す
。

し
て
、
皆
さ
ん
の
橋
極
的
な
御
協
力
を
お
一
わ
れ
わ
れ
の
恩
師
矢
崎
先
生
が
同
窓
会
々

願

い

致

し

ま

す

。

一

頭

に

御

就

任

に

な

り

、
わ
が
会
も
こ
の
秋

O
二
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会

(
仮
称
)
同

一
を
期
し
て
一
層
の
発
展
を
し
た
い
と
思
っ

窓
会
当
日
東
京
に
於
い
て
開
催
、

(
鹿
鳴
一
て
居
り
ま
す
。
(
増
田
記
)

会
総
会
)
十
一
月
六
日
の
予
定
。

ン
芳
凶
一

い
そ
む
会
便
り

ぴ
二
十
五
周
年
記
念
ア
ル
バ
ム
作
製
、
方

一
い
そ
む
会
の
諸
兄
姉
お
元
気
で
す
か
。

法
・
会
員
の
近
影
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て

一
早
い
も
の
で
本
年
十
一
月
の
総
会
が
丁
度

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
と
一
緒
に
編
集
す
一
十
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
聞
に
、
円
満

る
。
費
用
は
一
応
三
千
円
と
し
、
可
及
的

一
な
家
庭
を
持
っ
た
入
、
学
位
を
得
た
入
、

低
廉
に
し
て
余
剰
金
は
返
済
す
る
よ
う
に
一
又
自
家
用
車
を
乗
り
廻
し
て
い
る
人
々
と

し
た
い
意
向
。
鹿
鳴
会
ニ
ュ

ー
ス
十
五
号
一
本
会
も
益
々
隆
盛
に
な
っ
て
御
同
慶
の
歪

も
発
行
決
定
。

一
り
で
す
。
そ
こ
で
本
年
は
卒
業
十
周
年
を

そ
の
他、

祝
賀
会
の
会
費
及
び
会
場
等

一
記
念
し
て
左
記
の
要
領
で
盛
大
に
総
会
を
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ド
に
て
馳
せ
参
じ
て
又
興
を
加
う
。
原
君

の
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
軟
膏
の
歯
科
特
殊
的
使

用
法
に
つ
い
て
結
婚
早
々
の
武
井
君
に
対

し
て
瓜
田
先
畿
の
手
を
取
り
足
を
取
っ
て

の
懇
切
を
極
め
る
デ
モ
ス
ト
レ
|
シ
ョ
ン

山
中
君
の
実
験
に
立
脚
せ
る
名
講
義
等
々

尽
き
る
所
を
知
ら
ず
、
十
年
の
歳
月
の
偉

大
さ
を
今
更
痛
感
す
る
。

東
京
の
一
人
、
山
中
幹
事
を
煩
わ
し
て

名
古
屋
迄
さ
ま
よ
い
出
し
て
、
明
け
方
に

忍
び
帰
る
は
遺
憾
で
は
あ
っ
た
が
、
本
人

は
痛
快
の
極
、
歓
を
尽
し
て
の
殿
上
人
、

一
夜
明
け
れ
ば
朝
の
冷
気
そ
ぞ
ろ
別
離
の

情
を
さ
そ
う
、
朝
食
、
記
念
撮
影
、
幹
事

諸
君
よ
り
瀬
戸
焼
の
花
瓶
等
記
念
品
を
頂

く
、
今
秋
の
十
周
年
記
念
を
伊
豆
方
面
に

て
十
一
月
五
日
、
六
日
(
土
曜
、
日
曜
)

に
盛
大
に
挙
行
す
る
事
を
決
定
す
る
。
尽

き
ぬ
名
残
に
再
会
を
契
っ
て
幹
事
諸
君
の

自
家
用
車
に
分
乗
し
て
犬
山
城
に
登
り
名

古
屋
に
向
う
。
一

部
は
角
倉
君
宅
に
労
を

慰
す
。
幹
事
諸
兄
の
御
見
送
り
を
受
け
て

と
の
楽
し
い
旅
行
の
帰
途
に
つ
く
。
最
後

に
幹
事
諸
君
の
い
た
れ
り
つ
く
せ
り
の
御

歓
待
に
深
謝
す
る
と
共
に
、
出
迎
え
か
ら

見
送
り
迄
御
多
忙
の
所
を
接
待
に
つ
と
め

て
下
さ
っ
た
角
倉
御
令
室
の
御
厚
情
、
御

労
苦
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
御
円
満
な
る

御
夫
婦
ぶ
り
に
あ
て
ら
れ
た
の
は
予
期
せ

ね
収
獲
。

十
一
月
五
、
六
日
は
土
曜
か
ら
日
限
に

-か
け
て
伊
豆
長
岡
で
愈
々
全
国
い
そ
む
会

十
周
年
記
念
が
挙
行
さ
れ
る
趣
、
飯
田
、

根
回
君
等
あ
の
道
こ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
が

着
々
計
画
し
て
い
る
の
で
、
す
ば
ら
し
い

、
事

業

資

五
五
O
、0
0
0
円
否
回
、00一
円

四
、
会

議

費

一
z
q
o
c
c
円
二
=
、
一八
六
円

五
、
支
部
交
付
手
数
科

=
E
Q
8
0
円
一
一
円
一
、八
九
宜
円

ご
、八九豆円

ペニz
r、
"" 
円

一種支談会
年委部習報
五貝長会発
O 会会等 行
円開、閉まT

催役催 、

員例
ぷ』ぷ』.，_. .，_. 

総
各会

歳

入

・レし

予

算

決

算

上

当

日

一、

会

費

一一、E
C
o
d
s
円
=
、
七
九
二
、
一
き
円
=
ε
一
、
一五
O
円

二
、
維

持

費

八五
、c
c
c
円

八

八

、0
0
0
円

Z

、000円

=一
、

雑

収

入

色
、
8
0
円
一
回
O
、一
o
z
円
否
、
D
C
C
円

四
、

繰

越

金

冨一cc
、0
0
0
円
三
五
五
百
一
円
ニ
七
七
、
四
六
七
円

ふ

1
2
2

日

=
、九
円五
、0
0
0
円
z
、
O
回
ニ
、
七
八
穴
円
百
一
五
五
、二
五
百
一
円
エ
七
七
、四
宅
円

支

出
一
、
共
済
基
金
積
立

一、ニ
き
、c
c
c
円
三
一
色
、き
O
円
一
四
回
、ECD円

二
、
血
脇
貨
基
金
積
立

五
O
、
c
c
c
円
E
C
、c
c
c
円

九回
、D
O
一
円

:報告 J

減
較

至自

国昭
和和

幹三三
事十十

大 白 年 年

十 一
橋川 一

月月

十一
忠亨ー

日日

寄
附
金
、
利
子
、
広
告
科

摘

要

収

入て

金
弐
百
九
拾
六
万
弐
千
七
百
参
拾
四
円
也

内

訳

金
壱
百
四
拾
九
万
壱
千
九
百
参
拾
四
円

金
壱
百
参
拾
九
万
四
千
五
百
円

金
七
万
六
千
参
百
円

支

出一
、
金
七
拾
壱
万
参
千
九
拾
円

内

訳

金

六

拾

万

円

弔

慰

金

各

二

万

宛

一

O
名

空

知

佐

藤

勘

次

郎

君

一

千

葉

戸

塚

武

君

一

栃

木

千

葉

坂

登

正

夫

君

一
日

本

橋

関

口

量

平

君

一
滋

賀

一淀

橋

折

井

士

郎

君

一

山

口

京

橋

田

中

重

夫

君

一

t

一

一
山

梨

武

井

芳

茂

君

一
千

葉

江

戸

川

渡

辺

俊

雄

君

一静

岡

本

目

保

吉

君

一
埼

玉

北
多

摩

藤

原

勇

雄

君

一島

根

四

方

嘉

治

郎

君

一
下

谷

静

岡

鈴

木

武

夫

君

一神
奈
川
牟
田
新
次
郎
君
一
牛
込

一群

馬

田

部

井

道

君

一

栃

木

奈

良

桑

原

り

で

や

君

一

一

一千

葉

岡

部

重

賢

君

一
三
重

神

奈

川

大

須

賀

張

君

一
四

谷

石

塚

三

郎

君

一

鹿

児

島

旭

川

浅

倉

正

博

君

一牛

込

矢

内

良

俊

君

一

天
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君

石
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君
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武
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吉
田
庫
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君
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木
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君

秋
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喜
代
造
君

高

橋

成
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君

秋
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正
示
君

北

川
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君

猪
鹿
倉
三
郎
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(
つ
づ
く
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前
年
度
繰
越
金

経
常
部
よ
り
積
立
五
五
七
八
名

銀
行
預
金
利
子

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
共
済
基
金
会
計
報
告

自

昭

和

三

十

三

年

一

月

一

日

至
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

幹

事

白

川

亨

大

橋

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会

経
常
部
歳
入
歳
出
予
算
決
算
対
比
表

今る兄か会 乞も
本由がし総過 全の
部 、全く会日 一 員と
に心員拝に御 奮な
届か元見つ送 つる
きら気致いり 期 てこ
ま慶にして致 のと
しばおまのし 御必

: たi し過し御ま 会 参定
御くした返し 加
返存に。信た 。次
信じな一 、第 四
にまら期大ニ 乞
よすれ会変回 御
り。てのな一 期
、只い諸つ期 待

日しるさのがあ囚北
Jた同 いお楽り十海
四 が 窓 。 く し ま 名 道
日、会尚れみし近か

J にー総、てでてくら
ミ か 期 会本いな 、も九
三 け 会は年るり今御ナ!i
3 て総十に方まか出ま

行会一限もせら席で
いは月り 、んそ下の
ま既六 、是。のさ皆
す報日大非未日れ様
よのに学御だのるが
見如なに返御来予
明くりお信返る定総
)三まけ下事ので勢

士十九八七六
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円
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園
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九
O
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円
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D
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円
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給
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手
当

新
卒
業
生
歓
迎
会

見
舞
金
等
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幻
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都
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多
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郡
久

留
米
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ひ
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住
宅
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三
O
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(
む
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北
海
道
虻
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郡
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安
町
北
一
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二
伊

藤
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科

稔
(
日
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熱
海
市
上
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町
七
六
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義

政

(
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)
板
橋
区
上
板
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七
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四
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隆
吉
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市
消
王
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町
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石北石 福宮江富福
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県道県県市区県県

ぎの新る国
理外 数国の方 言*が語昭
科国 学 諮 よ 針 程 、、 和

諸 白うにだ数理 36
一じ に基け学科年

の物一英およろお統の但数 予づをに 、度
う理科語よびいよ計部し学会定き採つ外の
も 、 目 、び投ろび 、分 、IZEし 、用い国入
二 化(独へ影な言十対は数及金た本す て 語学
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草物り語公形正原ょ う E いう等;通回
語 、)の式の射理る も て文学りの
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「和

書」

一
深
海
繁

吉
田
光
雄
口
腔
治
療
学

永
末
書
庖
昭
三
五

板
倉
貞
寿
歯
糟
股
漏
症
と
そ
の
局
所
療

法
の
実
際
、
氷
末
書
庖
昭
三
五

勝
沼
晴
雄
等
編
公
衆
衛
生
集
団
検
診
法

医
歯
薬
出
版
昭
三
五

中
沢
男
今
日
の
補
綴

医
歯
薬
出
版
回
三
五

吉
岡
正
三
金
属
組
織
学
訂
正
版

コ
ロ
ナ
社

昭
三
五

金
属
組
織
学
(
機
械
教
程
新
書
)

理
工
図
書
昭
三
五

高
橋
長
雄
全
身
麻
酔
法

医

学

者

院

昭
三
四

赤
痢
四
郎
編
酵
素
研
究
法
第
一

J
コ一巻

朝
倉
書
庄
昭
三
五

化
学
大
辞
典
2

オ

・
カ

・
キ

共
立
出
版
昭
三
五

岡
本
清
綾
新
口
腔
衛
生
学

ー
個
人
口
腔
衛
生

l

医
歯
薬
出
版
回
三
五

左
に
列
記
し
た
も
の
は
最
近
図
書
館
で
購
入
し
た
専
門
書
の

一
部
で
す
。

こ
の
リ
ス
ト
は
逐
次
掲
載
さ
れ
ま
す
か
ら
、
図
書
目
録
と
し

て
、
御
使
用
に
な
れ
ば
御
便
利
か
と
存
じ
ま
す
。

一
・ー
一
O
同
窓
会
の
例
会
で
も
総
会
で

一
が

}
も
、
若
い
同
窓
生
の
出
席
は
極

一
と

}
め
て
少
な
い
。
そ
の
理
由
は
い

一
あ

-
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の

会
が
若
い
人
達
に
な
じ
め
な
い

何
も
の
か
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
催
し
も
の
に
お
い
て
も
ぴ
ん
と

ひ
び
か
ず
、
御
世
話
下
さ
る
役
員
の
お
顔

も
、
更
に
又
同
窓
会
々
頭
の
お
顔
も
、
否

名
前
さ
え
も
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
い
な
い

よ
う
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
は
同
窓
会
へ
の

足
が
自
然
と
遠
の
い
て
し
ま
う

の
も
無
理

が
な
か
ろ
う
。

O
「
矢
崎
正
方
先
生
」
と
い
え
ば
、
最
近

学
部
を
卒
業
し
た
人
も
、
又
現
在
学
生
で

す
ら
も
恩
師
と
し
て
名
前
も
お
顔
も
よ
く

存
じ
て
い
る
。

勿
論
、
大
正
、
昭
和
を
通

じ
て
、
か
な
り
年
輩
の
同
窓
生
も
、
補
綴

学
の
講
義
を
う
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
な

じ
み
の
深
い
間
柄
で
あ
る
。

O
会
頭
就
任
の
言
壌
に

「
現
在
最
も
必
要

な
の
は
、
同
窓
生
各
位
が
年
令
又
は
卒
業

年
度
を
超
越
し
た
親
附
で
あ
る
」
と
の
べ

ら
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
同
窓
会
の
発
以

を
は
か
る
に
は
、
会
頭
と
膝
を
突
き
合
せ

て
共
に
談
合
す
る
こ
と
が
第

一
の
要
点
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
矢
崎
会
頭
は
ま
さ

に
お
あ
つ
ら
え
む
き
で
、
お
顔
の
よ
く
う

れ
て
い
る
先
生
で
あ
り
ま
す
。

O
会
員
多
数
が
祭
れ
る
同
窓
会
に
す
る
た

め
に
、
旧
来
の
慣
習
を
あ
ら
た
め
、
総
会

開
催
期
日
の
改
変
を
行
わ
れ
た
の
は
、
そ

の
具
体
的
企
画
の
第

一
歩
で
も
あ
る
わ
け

で
あ
る
。
願
わ
く
ば
、
老
い
も
若
き
も
是

非
総
会
に
出
席
し
て
よ
り
よ
い
同
窓
会
に

な
る
よ
う
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。


